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産婦人科領域 におけ るpanipenem/betamipronの 臨床的検討
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Panipenem/betamipron(PAPM/BP)の 産 婦人科領域の感染症に対す る臨床効果 と安全 性

の検討 を行 った。対象は子宮内膜炎7例,子 宮付属器炎5例,卵 管留膿症1例,骨 盤腹膜炎1

例 の14例 で,1回0.5g/0.5g～1.0g/1.0gを1日2回,5～15日 間 静脈 内点滴投与 を行 った。著

効4例,有 効9例,無 効1例 で有効率 は92.9%で あ った。副作用,臨 床検査値の異常は1例 も

認めなかった。以上よ り,PAPM/BPは 産婦 人科領域感染症 に対 して有用な抗生剤 であること

が示された。
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Panipenem(PAPM)は 三 共株式会社に より開発 さ

れた新 しいカルバペネム系抗生物質であ り,好 気性お

よび嫌気性菌 に対 して広範な抗菌 スペ クトラムを有す

る抗菌剤である1)。このPAPMと 腎毒性軽減 剤である

betamipron(BP)を1:1で 配 合 したpanipenem/

betamipron(PAPM/BP)を 産 婦人科領域の感染症に

対し使用 し,本 剤の臨床効果 と安全性の検討 を行 い以

下の成績を得 た。

対象は1989年10月 よ り1990年7月 までの間に名古屋

市立大学病院産科婦人科お よび関連施設3機 関の産婦

人科 を受診 した産婦人科領域感染症14例 である。内訳

は子宮内膜炎7例,子 宮付属器炎5例,卵 管留膿症1

例,骨 盤腹膜炎1例 で,い ずれも重症 もしくは中等症

の感染症であった。年齢は18歳 か ら49歳 で平均28.7歳

であった。

投与方法は1回0.59/0.59～1.09/1.09を100mlの 生

理食塩水に溶解 し,1回 の投与量が0.59/0.59で は30

分 以上,1.09/1.09の 場 合は60分 以上かけて,1日2回

静脈内点滴投与 を行った。

臨床効果の判定は自他覚症状の改善度により下記の

基準で行 った。

著効:主 要 自他覚症状が3日 以内に著 しく改善 し,

治癒に至 った場合。

有効:主 要 自他覚症状が3日 以内に改善傾向を示 し,

その後治癒 した場合。

無効:主 要 自他覚症状が3日 経過 して も改善 されな

い場合。

なお,手 術 ・切開などの外科的療法 を併用 して著効

であったものは,著 効 とせず全て有効 とした。

各症例の臨床成績 をTabel1に 示 した。

投与期間は5～15日 間 で平均投与 日数は8,1日 で あ

るが,ほ とん どの症例は9日 以内であった。総投与量

は69/69～309/309で 平 均9.99/9.99で あ った。

臨床効果判定は全 例に対 して行 い,著 効4例,有 効

9例,無 効1例 で有効率 は92.9%で あ った。

細菌学的効果では細菌検索を行 った11例 中4例 のみ

に細菌が検 出され,2例 は消失,1例 は菌交代,1例

は不明 と判定 した。

副作用,臨 床検査値 の異常 は共に1例 も認めなか っ

た(Tabel2)。

近年の抗菌剤の開発には目を見張 るものがあ り,抗

菌 スペ ク トルの拡大,β-ラ クタマーゼに対す る対策な
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Table 1. Clinical results of panipenem/betamipron treatment

Table 2. Laboratory findings before and after treatment of panipenem/betamipron

B: Before A: After
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どを考慮した新薬剤が開発されてきている。その中で

今回開発 されたPAPM/BPはPAPMと 腎毒性軽減

剤であるBPを1:1で 配合 した薬剤である。

PAPMは β-ラクタマーゼに極めて安定で,そ の阻

害活性 も強 く,メ チシ リン耐性黄色 ブ ドウ球菌

(MRSA)を 含むグラム陽性菌やグラム陰性菌,な らび

に嫌気性のグラム陽性,陰 性菌に対する広範囲な抗菌

スペクトルを有する強力な抗菌剤である。有機イオン

輸送抑制作用を有するBPはPAPMの 腎毒性を軽減

し安全性をさらに高める目的で同時に配合されている。

産婦人科領域に限らず,実 際の臨床で感染症を治療

する場合,抗 菌剤は起炎菌不明のまま投与されること

が多く,抗 菌スペクトルが広く安全性の高い薬剤が求

められてお り,こ のPAPM/BPは その条件を備えた

有用性の高い薬剤と考えられる。

実際に使用 した結果,臨 床効果で有効率92.9%と 非

常 に よい結 果 を得 た。1例 のみ無 効 と判定 した例

(Case No.11)は 治 療中にクラ ミジア感染であること

が判明 した症例 であ り,テ トラサイクリンへの変更に

より治癒 した。

臨床検査値異常および副作用は全 く認め られず安全

性の高い薬剤 と考 えられる。

以上の結果 より,PAPM/BPは 有 効率が92.9%と 高

く,ま た安全性 も高いことが確認 され,産 婦人科領域

の感染症に対 して有用 な抗生剤であることが示 された。
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Panipenem/betamipron (PAPM/BP), a new carbapenem antibiotic, was used in 14 cases of
obstetric and gynecological infections, and following results were obtained.

1) PAPM/BP was administered intravenously at a daily dose of 0.5g/0.5g or 1.0g/1.0g for 5 to
15 days. Clinical response was excellent in 4, good in 9, and poor in 1 case. The overall efficacy
rate was 92.9%.

2) No side effects or abnormal laboratory findings were observed.
These findings suggest that PAPM/BP is a useful antibiotic in obstetric and gynecological infec-

tions.


